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「背 景 」
マー シ ャル諸 島共 和国(RepublicoftheMarshallIslands:RMI)は北緯4。か ら18。,東
経160。か ら174。に位置す る ミクロネ シア人 の独 立国で あ る。 過去 に太平洋諸 島の住民 の糖尿病
に関す る報 告 は幾 つかある。 しか し,RMIの 首都 マ ジュ ロにおける糖尿病の報告 は未だ無 い。
マ ー シ ャル諸 島で は ビキニ環礁な どで過去 に核兵器実 験 が行 われて いた。1954年の ビキニ事
件 で は水爆Bravoによ り多数 の被爆者 を出した。 広島 にお ける被爆者 研究で は,HI.A型によ っ
て は被爆者 に糖 尿病の増加 を認 めた とい う報告が ある。
「目 的 」
マ ジュロにおい て①横断的研究 により高HbAlc血 症 の有病率 を求 め ること。② ビキニ事件時
生存者 を対象 と した後 ろ向き コホー ト研究 によ り,被 爆がBMI,HbAlc,尿 中アル ブ ミンに及
ぼ す影響 を検討 す ること。
「方 法 」
マ ジ ュロにお いて行 なわれた甲状腺癌検診受診者850人につ いて,問 診,BMI,HbAlc定量,
尿 中アル ブ ミン定 量 を行な った。①HbAlc6.5%以上 を高HbAlc血 症 として扱 い,そ の有病
率 を1999年国勢調 査 にお けるマ ジュロ人 口を用 いて年齢 調整 を行 な った。②1954年3月1日以
前 に生 まれ た対象者 を コホー トと し,当 時在住 して いた環 礁の残留137Cs濃度 によ り,被 爆群
と微量 ～非被爆群 の2群 に分 け,ロ ジステ ィック回帰 分析,共 分散分析を用いてBMI,HbAlc,
尿 中 アル ブ ミン量 につ いて検討 した。
すべて の検 査 は口頭 および文書 による説明 と同意 を得 て行 なわれた。
「結 果 」
① 対 象 者 の462%は,HbAlcが6.5%以 上 で あ った。 マ ジ ュ ロに お け る30歳 か ら64歳 に お け
る高HbAlc血 症 の 有 病 率 は34%(男 性45%,女 性30%)で あ っ た。 ② 年 齢 性 別 で 補 正 した,
被 爆 群 の非 ～ 微 量 被 爆 群 に対 す る肥 満 ・高HbAlc血 症 ・高 アル ブ ミン尿 の オ ッズ比(95%CI)
は各 々0.93(0.41-1.13),1.18(0.34-0.92),1.01(0.61-1.04)といず れ も有 意 な結 果 は 得 られ な
か った 。BMI,HbAlc,尿 中 ア ル ブ ミン量 の 比 較 に お い て も,BMI29.51VS28.85Pゴ0,29,
109(HbAlc)2.02VS2.04P=O.66,109(u-Alb)3.03VS3,10P二〇.75と有 意 差 は 認 め な
か った。
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「結 論 」
① マー シ ャル諸 島首都 マ ジュ ロにおける高HbAlc血 症 の有病率 は高率で あ り,世 界有数 の糖
尿病蔓 延地域 であるといえ る。②今 回の研究 においては,被 爆が肥満 ・高HbAlc血 症(糖 尿病)
・高 アル ブ ミン尿(糖 尿病腎症)の 発症 に影響 を与えてい るとい う結果 は得 られなか った。
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審 査 結 果 の 要 旨
マー シャル諸 島共和 国は北緯4度 か ら18度,東 経167度か ら174度に位置す る熱帯 の独立国で
あ る。 マー シ ャル諸 島 ビキニ環礁 は過去 に核実験 場 と して使用 されて いた。1954年の水 爆 ブラ
ボー の実 験で は同国 国民 に多数 の被 爆者 をだ した(ビ キニ事件)。近年,マ ー シャル諸島で は糖
尿病患者 の増加 とそ の合併症対策が問題 となってい る。過去 にマー シャル諸 島の イバイ島で行わ
れた研究 で は,診 療 所 のカルテ よ り,そ の有病率 は27%と報告 され た。 しか し,首 都 であ るマ
ジュ ロで大規模 に行 われた調査 は未 だ報告 はな い。 広 島に おける被 爆者 の研究 か ら,被 爆者 に
HLAのhaplotypeによっては糖尿病の発症が高 ま るという報告 がな されて いる。 マーシ ャル諸
島にお ける糖尿病 発症 と被爆 との関連性 につ いて言及 した報告 もない。 核兵 器 によ って,一般 市
民 に被 爆者を 出 した国 はマ ーシャル諸 島と我が国 だけであ る。核兵器 に よる被 爆 とその後 の健康
に対 す る影 響 を 「科学的 に」 明 らかに してい くことは被爆 国の国民 として も責任 を負 うものと考
えてい る。
以上 を踏 まえ,本 研究 では,マ ジュロで行われ た癌検 診受診者85G人のHbAlcを 測定 し,マ
ジュ ロにおけ る成人 の糖尿病有病率 を大 まか に数値 と して初 めて表 した。結 果,30歳 か ら64歳
の成人 の33%がHbAlcの 基準値 を超えて いた。850人中 ビキニ事件 以前 よ り生 存 して いる対象
者 につ いては,事 件 当時の居住地 の推定被爆線量 か ら非～微量被爆群,被 爆群 の2群 に分 け,後
ろ向 きコホー ト研究 を行 った。結 果はマーシャル諸 島にお ける高HbAlcと 被 爆 に有意 な相関は
認 めな か った。
本研究 は完全 に無作為化 され た研究であ るとは言 い難 いが,マ ー シャル諸 島で 「多 い」 と言わ
れて いる糖尿病 患者 が具体的 にどれ ほど多いのか とい うこ とを初 めて実 際に検 体の採取をす るこ
とに よ り具体 的に数 値化 できたことは意義のあ ることであ る。本研究 で は被爆 と高HbAlc血 症
に相 関を認め なか った。 そ して,少 な くともマー シ ャル諸 島にお ける糖尿病増 加 に関 して は被爆
の影響 とは関連 がな い可能性が示唆 された といえ る。 したが って,本 研究 はマー シ ャル諸島共和
国に関す る医学 的研 究のパイ ロ ッ ト研究,さ らには住民 の健康教育 ・糖尿病教育 において利用価
値が あ るもの と思 う。
よ って,本 論 文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 める。
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